
平成２２年度 全日本６人制バレーボール選抜男女優勝大会 

第１回「全国地域リーグ」（仮称） 開催要項（案） 
 

主 催  （財）日本バレーボール協会 
     日本実業団バレーボール連盟 
     日本クラブバレーボール連盟 
主 管  都道府県バレーボール協会 
     都道府県実業団バレーボール連盟 
     都道府県クラブバレーボール連盟 

 
 趣  旨 本リーグは地域の６人制バレーボールを愛好する基盤層のチームに切磋琢磨の機会を増やして、更

なる６人制バレーボールの普及振興に寄与し、チームの拡充を図る「一次リーグ」と、Ｖリーグ（Ｖ・

プレミアリーグ、Ｖ・チャレンジリーグ）を目指すチームに強化の機会が開かれた「決勝リーグ」

の二部構成となっている。 
      「一次リーグ」は、原則として (財)日本バレーボール協会の全国９ブロックにおいて、各ブロック

の参加希望チームによるブロック大会とする。 
      「決勝リーグ」への参加については、「一次リーグ」へ参加のチームで「決勝リーグ」へ参加希望の

チームから各ブロック実行委員会の推薦を経て、本部実行委員会の選考委員会で、男子：東部・西

部の各６～８チーム並びに女子：６～８チームが選考される。 
      男子については、東部リーグと西部リーグの上位２チームによる「プレーオフ」を行う。 
 
１．期  日 
  「一次リーグ」：全国各ブロックの実行委員会は、平成２２年４月～平成２２年９月までの期間に土・日曜日

の１～２週の日程で開催する。 
  「決勝リーグ」：平成２３年１月～平成２３年３月の土・日曜日の開催とする。平成２２年１０月初旬に開催

予定の本部実行委員会で開催日程を決定する。 
２．会  場 
  「一次リーグ」並びに「決勝リーグ」は、原則として参加チームのホームコート体育館とする。 
３．種  目 
  「一次リーグ」並びに「決勝リーグ」ともに、６人制バレーボール大会とする。 
  （２０１０年度 (財)日本バレーボール協会６人制競技規則による） 
４．競技方法 
  「一次リーグ」：各ブロック３～１２チームとし、原則として土・日曜日の１週で行う。 
          ３セットマッチのリーグ戦を基本として、各ブロックの参加チーム数等を勘案した競技方法

で実施する。 
  「決勝リーグ」：男子については、「東部男子決勝リーグ」並びに「西部男子決勝リーグ」を行い、それぞれ

のリーグの上位各２チームによりプレーオフを行う。 
          女子については、「女子決勝リーグ」とし、当面はプレーオフを行わない。 
          ホームアンドアウェイ制を原則として、男女ともに２回戦総当たりのリーグ戦とし、５セッ 

トマッチにより各チームの１日当たりの試合数は１～２試合とする。 
５．出場チーム 
  「一次リーグ」並びに「決勝リーグ」共通として、 

日本実業団バレーボール連盟、日本クラブバレーボール連盟、全日本大学バレーボール連盟に登録された 
チームとする。 

６．出場資格 
  「一次リーグ」並びに「決勝リーグ」共通として、 
   2010 年度 (財)日本バレーボール協会の「チーム加盟及び個人登録規程」により登録され、部長、監督、

コーチ、マネージャー各１名と有効に登録された選手とし、各試合への選手の出場はリベロプレーヤー２

名を含めて１４名以内とする。 
   監督以下のベンチスタッフも個人登録を完了し、内１名以上は (財)日本体育協会公認スポーツ指導者制度

に基づく公認バレーボールコーチ、公認バレーボール上級コーチのいずれかの資格を有するものであるこ

と。 
 



 
 
７．申込方法 
  「一次リーグ」：各ブロックの実行委員会より配布される申込用紙と参加料、その他必要書類等及び JVA

の MRS より出力された「選手一覧」を添えて、指定された期日までに郵送し、また参加

料の振込を完了すること。 
           [申込先]、[振込先]は各ブロックの実行委員会より指定される。 
  「決勝リーグ」：１０月初旬に開催予定の実行委員会に出場チームの代表者は出席し、本部実行委員会より

配布される申込用紙とその他必要書類等及び JVA の MRS より出力された「選手一覧」を

添えて、１０月末日までに下記へ郵送申し込みをすること。また、同時に参加料の振込も

行うこと。 
          [申込先] 
 
          [振込先] 
 
８．参 加 料 
  「一次リーグ」：３万円～５万円とする。（参加チーム数、開催会場等により各ブロックの実行委員会が決

定する） 
  「決勝リーグ」：「東部男子決勝リーグ」、「西部男子決勝リーグ」、「女子決勝リーグ」の参加料は、 

５０万円とする。大会本部運営費、開催地補助金及び協賛広告費とし、チームの旅費（交

通費、宿泊費等）は各チーム負担とする。 
  「プレーオフ」：参加料は２０万円とする。大会本部運営費、開催地への協賛金とし、チームの旅費（交通

費、宿泊費等）は各チーム負担とする。 
９．表 彰 
  「一次リーグ」：優勝チーム、準優勝チーム、第３位チームには実行委員会より賞状を授与する。 
  「決勝リーグ」：「東部男子決勝リーグ」、「西部男子決勝リーグ」、「女子決勝リーグ」については、 

優勝、準優勝チーム並びに部門別個人賞優秀選手を表彰する。 
  「プレーオフ」：優勝、準優勝チーム並びに最優秀選手、敢闘選手を表彰する。 
10．組 合 せ 
  「一次リーグ」：各ブロック実行委員会で決定し出場チームに連絡する。 
  「決勝リーグ」：本部実行委員会（主要役員）で決定し出場チームに連絡する。 
11．そ の 他 
  「一次リーグ」：（１）審判員（主審、副審、記録、アシスタント）は、開催地（ブロック）の JVA 公認

審判員とする。 
          （２）線審、点示員は出場チームが担当する。 
          （３）JVIS 等の個人記録は採用しない。 
          （４）本一次リーグの詳細は各ブロックの実行委員会が決定し、その実行委員会の会議で

相互に確認する。 
  「決勝リーグ」：（１）男子の「プレーオフ」並びに「女子決勝リーグ」の戦績をＶリーグ機構へ、Ｖ機構

の準加盟制度によるＶ・チャレンジリーグ昇格の資として報告する。 
          （２）審判員（主審要員）は、開催地より申請のあった審判員を本部実行委員会（審判部）

で認定し派遣する。 
             副審（JVA 公認Ａ級候補以上）、記録、アシスタントは開催地で用意する。 
          （３）線審、点示員は開催地で用意する。 
          （４）JVIS は JVA 公認の判定員を開催地で用意し個人成績を確保する。 
          （５）本決勝リーグ、プレーオフ大会の詳細は、運営委員会・実行委員会規定による会議

で相互に確認する。 
           
 

以上 


